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論文内容の要旨




第 2 章では， PO の液体，および気体としての基本的特性および PO 重合物への溶解挙動について明らかにし反
応液相中の PO 濃度を求める算定式を確立している。




第 5 章では， TU 値と重合条件の関係について検討し PO ポリマーの分子量から見た不飽和成分の量と PO 濃度
や触媒濃度との関係を検討している。














1) PO の液体および気体としての基本的特性，および PO 重合物への溶解挙動を解明し反応液相中の PO 濃度を
求める算定式を確立している口




また，末端不飽和値 (TU 値)の測定方法として従来の酢酸第二水銀法よりも NMR 法が有効な分析法であること
を明らかにしている。
4) TU 値と重合条件の関係について， PO ポリマーの分子量から見た TU 値は PO 濃度，触媒濃度にほぼ無関係で
あることを見出し品質を保持したままの生産能力の向上が可能であることを明らかにしている。





7) PO 重合反応の暴走挙動，および安全対策について検討しシミュレーションを行うとともに， リン酸水溶液の
転化により暴走反応を効果的に停止できることを明らかにしている。
以上のように，本論文はプロピレンオキシド付加重合反応の本質を明らかにしたもので，工業的に重要な化合物の
効率的にして安全な合成法を確立している。本研究で見出されたプロピレンオキシド付加重合反応に関する新しい知
見は，工業化学および合成化学分野の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるも
のと認める。
